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■住所

〒 838-1702　福岡県朝倉郡東峰村大字福井 2296 番地 4
■連絡先

【東峰小学校】
電 話 ：  0946‐72‐2324
E‐mail：  tosho@vill.toho.fukuoka.jp

【東峰中学校】
電 話 ：  0946‐72‐2033
E‐mail：  toho@vill.toho.fukuoka.jp

【学園設立までのあゆみ】
平成 18年 10 月 第１回 東峰村 保・小中一貫教育審議会
平成 20年　３月 東峰村 保・小中一貫教育審議会中間報告書　提出
平成 21年　３月 審議会が、東峰村ならではの新しい教育システムを提言し、
 平成 23年４月に小中一貫校を開校することとなる
平成 21年　６月 第１回 東峰村 小中一貫教育校開設準備委員会
平成 21年　７月 「東峰村 保・小中一貫教育 だより」第１号発行
平成 22年　４月 旧宝珠山小校舎にて、宝珠山小と東峰中が共同生活を始める
平成 22年　６月 東峰中学校校舎の増改築が始まる
平成 23年　２月 小中一貫校「東峰学園」校舎完成
平成 23年　３月 宝珠山小学校閉校（３月 19日閉校式）
 小石原小学校閉校（３月 24日閉校式）
平成 23年　４月 小中一貫校「東峰学園」が開校
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小中一貫校

東峰学園
東峰村立東峰小学校＆東峰村立東峰中学校

【校章の由来】

　中央の３つの山は、「地域」、「学校」、「家庭」を、山を包み込むように伸びた
裾野は、「東峰村の自然」を表すと同時に、「児童・生徒が和を大切にするよう
に」との願いを表しています。右上の星は、東峰村が目指す「一人一人がキラ
リと光る教育」と「9年間の一貫した学び」を表しています。ローマ字表記の
GAKUENには、「国際感覚を養えるように」との願いが込められています。

GAKUEN

DIC 251s

C:100%

M:0%

Y:100%

K:0%

DIC 2515s*DIC 87s

0 80%
70%

0 100%
30%

DIC 211s*

（１） 確かな学力をつけます
　① ９年間を見通した教育カリキュラムによる指導を行います。

　② 指導方法工夫改善教員と連携した、習熟度別学習等 ( 算数・数学）の

きめ細かな指導を行います。

　③ 中期（５、６年）において、教科一部担任制 ( 理科、音楽、体育 ) で

の指導を行います。

　④ 小学部では、校内漢字検定、チャレンジ計算を定期的に行います。

　⑤ 中学部では、計画的に補習を行います。

（２）国際理解教育の充実を図ります
　① ＡＬＴとの連携を図り、英語を話せる外国語活動・英語にします。

　　・小学１年生からの外国語活動の実施

　　・中学校英語教師やＡＬＴとの連携

　　・英語検定へのチャレンジ

　② 日本文化にふれる機会を設定します。

　　・茶道体験　剣道体験等　（クラブ活動にて）

　　・焼き物体験（小石原焼）

　③ 海外への研修を実施します。

　　・９年生の海外研修

（３）情報教育の充実を図ります
　① 各教科・領域の指導において、情報機器（デジタルカメラ、電子黒板、

パソコン）を有効活用します。

　② 子ども達に、情報機器を使ったプレゼンテーション能力を高めます。

　③ インターネット会議を行い、他校との交流を図ります。

　④ 教科、領域で系統的に指導を行い、コンピューターリテラシーを高め

ます。

（４）ふるさと教育の充実を図ります
　① 各教科、領域の指導において、東峰村のよさを生かしていきます。

　② 総合的な学習（からたなタイム）を通して、ふるさとを愛する子ども

を育てます。

　③ クラブ活動（ふるさとクラブ）で、地域の文化や人とふれあう活動を

行います。

（５）キャリア教育の充実を図ります
　① 教科、領域の指導で、自己の目標に向かって努力する子どもを育てます。

　② 小学部では、将来の夢や希望を持ち、夢実現をめざして努力する子ど

もを育てます。

　③  中学部では、自己の適性をもとに主体的に進路を決定し、実現へ向け

て努力する子どもを育てます。

具体的に次のような教育活動を行います

 確かな学力をつけます

活動



１１

学　

期

学　

期

４月４月 開校宣言式　始業式　入学式　開校式　歓迎集会　歓迎遠足開校宣言式　始業式　入学式　開校式　歓迎集会　歓迎遠足

５月５月 修学旅行（中３）　確認テスト（中学部）修学旅行（中３）　確認テスト（中学部）

６月６月 修学旅行（小６）　田植え（小５　中１）　プール開き修学旅行（小６）　田植え（小５　中１）　プール開き

７月７月 大島小との交流　水泳教室　小教研水泳記録会（小）大島小との交流　水泳教室　小教研水泳記録会（小）

８月８月 校外宿泊体験（中）　愛校作業　水泳納会（小）校外宿泊体験（中）　愛校作業　水泳納会（小）

２　

学　

期

２　

学　

期

９月９月

1010 月月 稲刈り　中体連新人大会 　到達度テスト ( 中 )　地域公開授業稲刈り　中体連新人大会 　到達度テスト ( 中 )　地域公開授業
村子ども文化祭　社会科見学（小５）　確認テスト ( 中 )村子ども文化祭　社会科見学（小５）　確認テスト ( 中 )

1111 月月 生徒会選挙　新１年保護者説明会（小）生徒会選挙　新１年保護者説明会（小）

1212 月月 筑後地区音楽祭　３者面談（中）　持久走大会筑後地区音楽祭　３者面談（中）　持久走大会

３３
学学
期期

１月１月 始業式　百人一首大会（中）地震避難訓練　到達度テスト（小）始業式　百人一首大会（中）地震避難訓練　到達度テスト（小）

２月２月 二分の一成人式（小４）　百人一首大会（小）　ＰＴＡ学習参観二分の一成人式（小４）　百人一首大会（小）　ＰＴＡ学習参観

３月３月 ありがとう集会　お別れスケート　高校入試　卒業式　修了式ありがとう集会　お別れスケート　高校入試　卒業式　修了式

（１）東峰村の良さを生かした教育を行います
　○東峰村の「人・もの・こと」を生かしたふるさと教育を行います。

 ・ 東峰村の歴史や文化などについて教材化し、東峰村を誇りに思う

子どもを育てます。

 ・ 東峰村の自然を教材化し、東峰村を愛する子どもを育てます。

 ・ 東峰村の人とのふれあいを通して、東峰村の一員としての自己の

生き方を見つめることができる子どもを育てます。

（２）一貫校の良さを生かした教育を行います
○ ９年間を見通した教育目標のもと、全職員が力を合わせて、子どもの

指導にあたります。

 ・ 教育目標に「郷土を愛し、心豊かでたくましく生きる子どもの育成」

を掲げ、全職員で子どもを育てます。

 ・ 教育区分を「前期 ( ４年 )・中期 ( ３年 )・後期 ( ２年 )」とし、各

期ごとの発達段階に応じた教育を行います。

 ・ 中期の５・６年生において、教科一部担任制での指導を行い、ゆ

るやかな中学部への移行を行います。

 ・小中一緒の活動を効果的に取り入れます。

 　（入学式、運動会、学習参観、避難訓練など）

（３）少人数の良さを生かした教育を行います
　○全職員で全ての子どもを育てる教育環境を整えます。

 ・ 全職員で全ての子どもを指導できるよう、確かな

子ども理解を図ります。

 ・ 縦割り班活動を取り入れます。

 　（学校行事、児童会・生徒会活動、掃除等において）

 ・個に応じた指導を充実します。

 　（個別指導、教育相談等）

生きる力 ( 知・徳・体 ) を育てるとともに、
下記の特色ある教育を行います

教 育 目 標
郷土を愛し、心豊かでたくましく生きる子どもの育成

いきいき勉強　きたえる体

“あいさつ ”　“ そうじ ”　“ うたごえ ” で　かがやく子ども

小
学
部

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ひま
わり 総数 中

学
部

７年 ８年 ９年 チャ
レンジ 総数

14 11 15 16 19 12 ３ 90 27 13 25 ２ 67

○教育システム
前　　期　（４） 中　　期　（３） 後　　期　（２）

１年
（小１）

２年
（小２）

３年
（小３）

４年
（小４）

５年
（小５）

６年
（小６）

７年
（中１）

８年
（中２）

９年
（中３）

学び方の基礎の習得段階 学び方の定着段階 学びの充実段階

きめ細かな指導による

基礎・基本の習得

小学校から中学校への

ゆるやかな移行

自立して生きて

いく基礎づくり

○児童・生徒数

○校時表（小学部、中学部）

キラ
リと光る 東峰村ならではの小中一貫校をめざします！

○主な学校行事

月 ～ 金 小学部 中学部

TOHOタイム  8:15 ～ 8:30  8:15 ～ 8:25

朝 の 会  8:30 ～ 8:40  8:25 ～ 8:35

１ 校 時  8:40 ～ 9:25  8:40 ～ 9:30

２ 校 時  9:35 ～ 10:20  9:40 ～ 10:30

業 間  10:20 ～ 10:30

３ 校 時  10:40 ～ 11:25  10:40 ～ 11:30

４ 校 時  11:35 ～ 12:20  11:40 ～ 12:30

給 食  12:20 ～ 13:05  12:30 ～ 13:05

昼 休 み  13:05 ～ 13:50  13:05 ～ 13:50

清 掃  13:50 ～ 14:00  13:50 ～ 14:00

５ 校 時  14:05 ～ 14:50  14:05 ～ 14:55

６ 校 時  15:00 ～ 15:45  15:05 ～ 15:55

言語活動を
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言語活動を
支える支援

《学び方》
・教材の系統性
・発言の仕方
・学習ノートの工夫

《表現の場》
・小中交流授業
・小中交流活動
・集会活動
・行事

《TOHOタイム》
・読書・音読
・漢字
・計算　　　　検定
・英語
・計算　　　　検定・計算　　　　検定・計算　　　　検定

問題解決の
過程を振り
返 り、 ま と
めたり生か
したりする。

多様な考え
にふれ考え
を深める。

見通しを持
ち、 自 分 な
りに考えを
つくる。

疑問やずれ
などからめ
あてをつく
る。

言
語
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動
（
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・
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）

自己を豊かに表現する子ども

○研究構想図
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創造性創造性

協働性協働性協働性協働性主体性主体性主体性主体性主体性主体性主体性主体性主体性

協働性協働性主体性主体性
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ALT 用
務

図
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給
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調
理
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小学部 1 1 1 8 1 1 1 1
1 1 1 4

中学部 1 1 1 6 1 1 1 3 1

○教職員数

学級担任制学級担任制　　　　　　　一部教科担任制　　　　　　　　一部教科担任制　　　　　　　　一部教科担任制　　　　　　　　一部教科担任制　　　　　　　　一部教科担任制　　　　　教科担任制教科担任制


